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一
、
問
題
の
所
在
と
本
稿
の
目
的

　

現
代
日
本
語
に
お
け
る
外
来
語
音
の
状
況
か
ら
、
漢
語
が
外
来
語
と
し
て
の
新
鮮
さ
・
難

解
さ
の
多
く
を
失
っ
て
い
な
い
時
代
に
は
、
漢
語
の
発
音
（
漢
字
音
）
に
も
、
場
面
差
と
個

人
差
と
が
有
っ
た
、
と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
の
、
漢
語
の
発
音
に
お
け
る
場
面
差
を
、
諸
種
の
文
献
を
用
い
て
実
証
し
よ
う
と
す
る

研
究
が
、
近
年
、
見
ら
れ
る
。

　

そ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
院
政
〜
室
町
時
代
に
お
い
て
は
、
同
一
地
域

あ
る
い
は
同
一
人
に
お
い
て
も
、
文
体
・
場
の
相
違
に
よ
っ
て
、
異
な
る
漢
字
音
が
実
現
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
き
た⑴

。

　

し
か
し
、
同
時
代
・
同
地
域
・
同
世
代
・
同
文
体
の
資
料
に
お
い
て
、
漢
字
音
の
個
人
差

が
存
し
た
も
の
か
否
か
は
、
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
親
鸞
と
恵
信
尼
と
の
漢
字
音
を
比
較
し
、
両
者
に
差
の
あ
っ
た
こ
と
を
発
表

し
た
こ
と
が
あ
る⑵

。

　

本
稿
は
、
そ
れ
に
続
く
も
の
で
、
親
鸞
と
、
同
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
明
恵
と
の
、
漢
字
音

に
お
け
る
個
人
差
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る⑶

。

二
、
研
究
方
法
と
資
料

　

親
鸞
と
明
恵
と
は
、
同
年
（
一
一
七
三
年
）
に
生
ま
れ
、
同
じ
京
都
で
学
び
、
暮
ら
し
て

い
た
。
両
者
の
遺
文
は
と
も
に
、
影
印
本
が
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
結
果
の
追
試
が
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
親
鸞
・
明
恵
の
漢
字
音
研
究
に
は
、
と
も
に
、
比
較
的
多
く
の
蓄
積
が
有
る
点

も
、
本
研
究
に
は
有
利
で
あ
る⑷

。

　

本
稿
の
目
的
達
成
の
た
め
に
は
、
近
似
し
た
文
体
に
お
け
る
、
親
鸞
と
明
恵
の
漢
字
音
を

比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
親
鸞
と
異
な
り
、
明
恵
自
筆
本
で
、
漢
字
音
研
究
資
料
と
な
る
分
量
の
音
注
が

存
す
る
文
献
は
、
現
存
し
な
い
ら
し
い⑸

。

　

そ
こ
で
、
明
恵
の
場
合
、
全
自
筆
本
に
限
ら
ず
、
明
恵
訂
正
本
・
明
恵
自
筆
本
の
臨
模
本

あ
る
い
は
明
恵
が
生
き
た
時
代
の
高
山
寺
教
学
下
資
料
を
も
活
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

明
恵
自
筆
を
含
む
漢
字
音
研
究
資
料
と
し
て
は
、
や
は
り
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
光
明

真
言
土
沙
勧
信
記
』
が
選
ば
れ
る
。『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
本
文
中
に
は
、「
在
家
ノ
信

ヲ
ス
ヽ
ム
ル
ア
ヒ
タ
・
假
字
ニ
テ
・
土
沙
ノ
功
能
ヲ
・
ア
ラ
ハ
ス
・
ハ
カ
リ
ナ
リ
・
」（
別

記
645
行
目
）
と
い
う
著
述
意
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
声
点
加
点
が
見
ら
れ
る
た
め
、

ま
っ
た
く
無
学
の
人
に
向
け
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

　

右
の
点
は
、
か
つ
て
整
理
し
て
み
た
こ
と
が
有
る
、
親
鸞
遺
文
に
お
け
る
加
点
状
況
か
ら

も
、
推
測
さ
れ
る⑹

。

　

親
鸞
自
筆
本
で
も
、
文
字
を
何
と
か
読
め
る
人
々
を
読
者
と
し
て
想
定
し
た
『
唯
信
抄
文

意
』『
一
念
多
念
文
意
』
な
ど
に
は
、
声
点
が
加
点
さ
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
点
を
総
合
的
に
考
え
、
明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』（
大
東
急
記
念
文
庫

蔵
本
）
の
加
点
状
況
―
漢
字
に
片
仮
名
の
音
注
が
加
点
さ
れ
、
声
点
も
あ
る
程
度
存
す
る
―
、

文
体
、
お
よ
び
書
写
年
代
が
比
較
的
近
く
、
分
析
に
耐
え
う
る
加
点
数
を
有
す
る
漢
字
片
仮

名
交
じ
り
文
と
し
て
、『
尊
号
真
像
銘
文（
略
本
）』
親
鸞
自
筆
本
を
選
ぶ
。
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三
、
親
鸞
と
明
恵
の
漢
字
音
の
比
較 

　

以
下
、
明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
と
親
鸞
『
尊
号
真
像
銘
文
（
略
本
）』
の
漢
字

音
を
比
較
し
、
声
母
・
韻
・
声
調
に
分
け
て
、
異
な
る
点
を
指
摘
す
る
。

　

な
お
、『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
に
つ
い
て
は
、
榎
木
久
薫
「
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記

の
字
音
に
つ
い
て
」（「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
二
輯
、
一
九
八
九
年
七
月
）
に
、
分
韻
表

を
付
し
た
詳
し
い
論
述
が
有
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
と
重
複
す
る
こ
と
が
ら
は
、
省
略
す
る
。

た
だ
し
、
親
鸞
『
尊
号
真
像
銘
文
（
略
本
）』
と
比
較
し
て
、
大
き
く
異
な
る
事
象
に
つ
い

て
は
、
再
論
す
る
。

　

１
．
音
注
加
点
の
概
観

　
　

①
音
注
加
点
数

　

ま
ず
、
分
析
に
先
立
ち
、
両
資
料
の
音
注
加
点
数（
延
べ
数
）を
記
す
。

　
　

仮
名
音
注
加
点
数　

声
点
加
点
数　

計  　
　

仮
名
音
注
加
点
率

明
恵　
　
　

七
二
六　
　
　

三
二
一　
　

一
〇
四
七　
　

69.3%

親
鸞　
　

二
四
三
三　
　

一
四
九
四　
　

三
九
二
七　
　

62.0%（
小
数
点
第
二
位
で
四
捨
五
入
）

　

右
の
通
り
、
両
資
料
に
お
け
る
各
音
注
加
点
の
割
合
は
、
ほ
ぼ
同
じ
と
見
て
良
い⑺

。

　
　

②
漢
音
の
使
用

　

両
資
料
の
音
注
は
、
呉
音
読
中
心
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
漢
音
と
認
定
で
き
る
次
の
諸
例

が
存
す
る⑻

。

　

明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』

　
　

 

述シ
ユ
ツ（
入
）懐ク
ワ
イ（
平
）（
上
63
）　

述シ
ユ
ツ

懐ク
ワ
イ（
上
632
）　

温ウ
ン（
平
）室シ
ツ（
入
濁
）（
上
267
）　

美ヒ
（
上
濁
）物フ
ツ（
入
濁
）（
別
343
）　

　
　

 

眼カ
ン（
上
濁
）前セ
ン（
平
濁
）（
上
181
）〈「
前
」
の
呉
音
声
調
は
、
去
声（
濁
）ま
た
は
上
声（
濁
）。
漢
音

声
調
は
、
平
声
ま
た
は
平
声
軽
。
よ
っ
て
、「
前セ

ン（
平
濁
）」
は
、
漢
音
の
連
濁
例
と
見
る
。〉　

終シ
ウ（
平
）焉エ
ン（
平
軽
）（
別
270
）　

後コ
ウ（
去
）悔ク
ワ
イ（
平
）（
上
644
）　

大タ
イ（
去
）唐タ
ウ（
平
）（
上
77
）〈「
唐
」
は
呉
音
・
漢
音

と
も
、
平
声
。〉　

厚コ
ウ（
平
）
恩ヲ
ン（
平
軽
）（
上
646
）〈「
恩
」
の
呉
音
声
調
は
去
声
。〉　

青シ
ヤ
ウ（
上
）
丘キ
ウ（
平
軽
）

大
師シ

（
上
41
）　

青シ
ヤ
ウ

丘キ
ウ

大
師（
上
129
）　

青-

丘（
平
軽
）（
別
237
）　

幽イ
ウ（
平
軽
）
鍵ケ

ン（
平
）（
上
637
）　

弘ク
ウ

済サ
イ

（
上
636
）　

黔キ
ム（
平
）海カ
イ（

上
80
）　

親シ
ン（
平
軽
）疎ソ
（
上
）（
上
659
）

　

親
鸞
『
尊
号
真
像
銘
文（
略
本
）』

　
　

 

御コ

本ホ
ン（
平
）懐ク
ワ
イ（
去
濁
）（

103.2
）　
功コ
ウ（
平
軽
）（
61.5
）　
四シ

明メ
イ

山サ
ン（

41.5
）　
聖セ
イ（
去
）覺カ
ク（
入
）和ク
ワ（
平
）尚シ
ヤ
ウ（
去
）（
82.4 

89.2 

90.3 

91.4
）

勅チ
ヨ
ク（
入
）命メ
イ（
去
）（
28.2 

50.4
）　

天テ
ン（
平
軽
）（

108.5
）

　

各
語
の
当
時
一
般
的
な
音
と
し
て
、
両
資
料
に
入
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

２
．
声
母

　

両
資
料
比
較
の
結
果
、
声
母
に
つ
い
て
は
、
相
違
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。

　

両
資
料
に
は
、
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
声
点
は
、
い
わ
ゆ
る
清
濁
を
区
別
し
て

い
る
。
そ
の
清
濁
表
示
は
、
厳
密
で
あ
っ
て
、
濁
音
字
に
単
声
点
を
加
点
し
た
例
は
、
次
の

数
例
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
、
梵
語
音
写
字
へ
の
音
注
は
対
象
外
と
す
る
。
用
例
下
に
、

（　

）
に
入
れ
て
、
所
在
を
示
す
。『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
は
上
巻
・
別
記
の
別
と
行
数
、

『
尊
号
真
像
銘
文
（
略
本
）』
は
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
の
頁
数
と
行
数
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。

　
　

明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』

　
　
　

 

成シ
ヤ
ウ（
去
）所シ
ヨ（
平
）作サ
（
平
）智（
上
11
）　

脱タ
ツ（
入
）期コ
（
平
濁
）（
上
642
）
善セ
ン（
平
）根コ
ン（
去
濁
）（
上
37
）　

順シ
ユ
ン（
平
濁
）
行（
平
）

ス
ル
（
上
647
）　
〈
そ
の
他
、
声
点
加
点
の
全
濁
字
七
十
例
に
は
、
濁
声
点
が
加
点
さ

れ
て
い
る
。〉

　
　

親
鸞
『
尊
号
真
像
銘
文（
略
本
）』

　
　
　

 

正シ
ヤ
ウ（
平
）信シ
ン（
平
）偈ケ
（
平
）（
99.4
） 　
〈
そ
の
他
、
声
点
加
点
の
全
濁
字
二
六
一
例
に
は
、
濁
声
点

が
加
点
さ
れ
て
い
る
。〉

　

両
者
を
比
べ
れ
ば
、『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
の
方
に
、
濁
音
で
あ
り
な
が
ら
濁
声
点

を
加
点
し
な
い
例
が
多
い
こ
と
が
、
指
摘
で
き
る
。

　

３
．
韻
母

　
　

①
東
韻
開
口
直
音
（
上･

去･

入
声
韻
も
、
平
声
韻
目
で
代
表
さ
せ
る
。
以
下
、
同
じ
。）

　
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
は
、
東
韻
開
口
直
音
字
（
除
入
声
）
を
、
左
の
如
く
、
㋔
ウ

ま
た
は
㋒
ウ
と
仮
名
表
記
す
る
。

　
　

 

功ク
ウ

力リ
キ（
上
177
）　

功ク
ウ

徳ト
ク（
上
195
）　

功ク
ウ

能ノ
ウ（
上
363
）　

不
空ク
ウ

成シ
ヤ
ウ

就シ
ユ

佛（
上
8
）　

不フ
（
上
）空ク
ウ（
上
）羂ク
ヱ
ン（
平
）

索シ
ヤ
ク（

入
濁
）経（
上
52
）　

不フ
（
上
）空ク
ウ（

上
）三
蔵（
上
651
）　

大
虚コ

空ク
ウ

界カ
イ（

上
371
）　

同ト
ウ（

上
濁
）ス
（
上
169
）

展チ
ン（
平
）轉テ
ン（
平
濁
）同ト
ウ（
去
濁
）説セ
ツ（
入
）ス
ル（
上
216
）　

棟ト
ウ（
去
）梁リ
ヤ
ウ（
平
）（
上
86
）
通ツ
ウ

用ヨ
ウ（
上
5
） 

惣ソ
ウ

礼ラ
イ（
上
162
）

　

こ
れ
に
対
し
て
、
親
鸞
の
『
尊
号
真
像
銘
文（
略
本
）』
で
は
、
左
の
よ
う
に
、
㋒
で
統
一

さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

功ク

徳ト
ク

（
36.1 
36.4 
36.5
）　

真シ
ン（
去
）實シ
チ（
入
濁
）功ク
（
上
）徳ト
ク（
入
軽
濁
）相サ
ウ（
平
）（
31.2 

33.1
）　

虚コ
（
上
）空ク

（
34.5 

35.1
）　

遇ク
（
上
濁
）

无ム
（
上
）空ク
（
上
）過ク
ワ（
平
）者シ
ヤ（
平
）（
35.2
）　

源ク
ヱ
ン（
平
濁
）空ク
（
去
）（
72.5
）　

源ク
ヱ
ン

空ク

（
41.4 

45.4 

45.5 

92.2
）

　

日
本
呉
音
で
は
、『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
に
見
ら
れ
る
㋔
ウ
・
㋒
ウ
が
、
東
韻
開
口
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直
音
字
（
除
入
声
） 仮
名
表
記
の
基
本
形
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
混
じ
る
㋒
は
、
発
音

の
動
揺
を
背
景
に
出
現
す
る
仮
名
音
注
で
あ
る
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る⑼

。

　

事
実
、
成
簣
堂
文
庫
蔵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
書
写
本
（
書

写
者
未
詳
）
で
は
、
次
の
ご
と
き
両
形
が
見
ら
れ
る⑽

。

　
　

 

功ク
ウ

力（
別
138 
614
）　

功ク
ウ

徳（
別
158 

160 

162 

177 

197 

295 

311 

315 

322 

323
）　

功ク
ウ

能（
別
182 

271 

276
）
不
空ク
ウ

（
別
52 

59 
120 
428 
449
）　

虚
空ク

ウ（
別
337
）　

騰
空ク

ウ（
別
525
）　

惣ソ
ウ

シ
テ（
別
412
）　

苦
痛ツ

ウ（
別
91
）

不
同ト
ウ（
別
142
）　

同ト
ウ

意（
別
312
）　

同ト
ウ

体（
別
451 

507
）　

同ト
ウ

性（
別
534
）　

童ト
ウ

子（
別
470 

485
）

　
　

 

功ク

徳（
別
82 

121 

308 
310 
314 
318 

343 

349 

371 

383 

397 

403 

404 

406 

465 

467 

522 

536 

573
）
功ク

能（
別
134 

274 

646 

654
）

工ク

巧
（
別
282
）

　

右
の
よ
う
な
状
況
が
、
当
該
韻
仮
名
表
記
の
当
時
一
般
的
な
状
況
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

し
た
が
っ
て
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
は
㋒
ウ
に
、
親
鸞
『
尊

号
真
像
銘
文
（
略
本
）』
は
㋒
に
、
意
図
的
に
統
一
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

②
東
韻
開
口
拗
音

　

右
の
点
は
、
東
韻
開
口
拗
音
字
に
お
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。

　

明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』

　
　

 

周シ
ユ

遍ヘ
ン

無ム

窮ク
ウ（
上
165
）　

龍リ
ウ

宮ク
ウ（
上
80
）　

六
相サ
ウ

圓ヱ
ン（
去
）融ユ
ウ（
上
）（
上
139
）　

相サ
ウ

融ユ
ウ

ス
（
上
175
）

　

親
鸞
『
尊
号
真
像
銘
文（
略
本
）』

　
　

无ム
（
上
）窮ク
（
上
濁
）極コ
ク（
入
濁
）（
20.4 

21.2
）

　
　

③
止
攝
合
口
音

　

明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
の
止
攝
合
口
字
音
は
、
唇
音
㋑
、
牙
音
ク
ヰ
、
于
母
字

ヰ
、
他
は
㋒
イ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
時
代
の
一
般
的
な
仮
名
音
注
法
で
あ
る
。

　

比
較
対
象
の
親
鸞
『
尊
号
真
像
銘
文（
略
本
）』
で
は
、
こ
れ
以
外
に
、「
水シ
ヰ（
上
）」（

106.2 

106.3
）

が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
浄
土
真
宗
伝
承
音
と
し
て
、
は
や
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
シ

ヰ
に
よ
っ
て
、﹇sw
i

﹈
の
音
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う⑾

。

　
　

④
蒸
韻
字
の
㋓
ウ
表
記
・
宵
韻
字
の
㋑
ヨ
ウ
表
記
例

　

明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
に
お
い
て
、
蒸
韻
の
「
稱
讃シ
ヨ（
セ
擦
り
消
し
の
上
）ウ（
去
）如
来
」（
上
147
）

が
指
摘
さ
れ
て
い
る⑿

。

　

し
か
し
、
宵
韻
字
の
㋑
ヨ
ウ
表
記
例
は
、
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
鎌
倉
時
代
の
平
仮
名

文
に
お
い
て
、
蒸
韻
字
・
宵
韻
字
と
も
に
㋓
ウ
と
す
る
表
記⒀

が
顔
を
出
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
明
恵
自
筆
本
を
臨
模
し
た
と
さ
れ
る
呉く
れ

文ふ
み
あ
き炳
蔵
『
自
行
三
時
礼
功
徳
義
』
鎌
倉
初
期

写
本
（
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
漢
字
の
音
・
訓
を
示
す
振
り
仮
名
も
平
仮
名
）
に
は
、
さ

ら
に
多
く
の
蒸
韻
字
㋓
ウ
表
記
例
を
指
摘
で
き
る⒁

。

  

し
か
し
、
こ
の
資
料
に
も
、
宵
韻
字
の
㋑
ヨ
ウ
表
記
例
は
存
し
な
い⒂

。

　

親
鸞
『
尊
号
真
像
銘
文
（
略
本
）』
に
は
、
蒸
韻
字
㋓
ウ
表
記
例
・
宵
韻
字
㋑
ヨ
ウ
表
記

例
と
も
に
、
無
い
。

　
　

⑤
脣
内
入
声
韻
尾
の
母
音
u
へ
の
合
流

　

明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』

　
　

 

法ホ
ツ（
フ
に
張
り
紙
し
て
、ツ
に
改
む
）（

入
）界カ
イ（
平
）体
性（
平
）智（
上
10
）　

答タ
ツ（
ウ
を
擦
り
消
し
）ス

ル（
上
51
）　

合カ
ツ（
ウ
を
擦
り
消
し
）

 

ス
ル（
上
69
）　

合カ
ツ（
朱
カ
ウ
に
重
書
。薄
墨
）シ
テ（
上
385
）　

頭ツ

面メ
ン

接セ
ツ（
某
字
擦
り
消
し
の
上
）足ソ
ク

歸
命
礼（
上
164
）

立リ
ツ

ス
（
上
648
）

　
　

 

攝セ
ウ（
上
373
）　

問モ
ン

答タ
ウ

シ
テ（
上
43
）　

和ワ

合カ
ウ

シ
テ（
上
202
）　

接セ
ウ

シ（
上
648
）　

罪サ
イ

業コ
ウ（
上
46
）　

自シ
（
平
濁
）業コ
ウ（
上
102
）　

業コ
ウ（
上
146 

156 

381
）　

業コ
ウ

力リ
キ（
上
398
）　

骨コ
ツ-

法ハ
ウ（
別
282
） 

作サ
（
平
）法ホ
ウ（
平
ス
リ
ケ
シ
）

（
上
30
）　

法ホ
ウ

門モ
ン

身シ
ン（

上
384
）　　

以
上
、
十
八
例
。

　

明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
で
は
、
脣
内
入
声
韻
尾
促
音
化
例
を
ツ
で
記
す
。
そ
れ

以
外
の
脣
内
入
声
韻
尾
の
仮
名
表
記
例
は
、
全
例
「
ウ
」
で
あ
る⒃

。

  

「
ツ
」
と
書
か
れ
、
促
音
化
例
と
考
え
ら
れ
る
「
法ホ

ツ（
入
）界カ
イ（
平
）」
に
、
入
声
点
が
加
点
さ
れ

る
こ
と
に
も
意
味
が
有
る
。
本
資
料
中
の
「
ウ
」
表
記
例
に
は
、
平
声
点
を
擦
り
消
し
た
例

が
存
す
る
（
法ホ
ウ（
平
ス
リ
ケ
シ
）（
上
30
））
ほ
か
は
、
声
点
加
点
例
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。
仮
名
音
注

が
加
点
さ
れ
な
い
促
音
化
例
に
、「
合（
入
）ス
ル
」（
別
238
）
の
入
声
加
点
例
も
存
す
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
榎
木⒄

論
文
に
、
脣
内
入
声
韻
尾
「
フ
」
を
主
表
記
と
す
る
『
新
訳
華

厳
経
音
義
』『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
の
字
音
と
対
比
さ
せ
た
検
討
が
有
り
、『
光
明
真
言
土
沙

勧
信
記
』
は
「
一
般
的
な
場
で
の
発
音
に
即
し
た
表
記
を
採
っ
た
」
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ

て
い
る
。
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
資
料
の
「
ウ
」
表
記
例
は
、
ハ
行
転
呼
音
を
反
映
し
、

母
音
u
と
変
わ
ら
ぬ
発
音
を
示
し
た
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る⒅

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
親
鸞
『
尊
号
真
像
銘
文
（
略
本
）』
は
、
全
八
十
四
例
の
仮
名
表
記
例

が
「
フ
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

法ホ
フ

華ク
ヱ（

84.5
）　

法ホ
フ（
入
）華ク
ヱ（
上
）（
87.3 

88.1
）　

法ホ
フ（
入
）相サ
ウ（
平
）（
88.2 

88.5
）　

法ホ
フ

蔵サ
ウ（

54.5
）　

勝シ
ヨ
ウ（
平
）法ホ
フ（
入
濁
）

（
74.4 

74.5
）　

十シ
フ

方ハ
ウ（
去
）（
3.5
）　

十シ
フ

方ハ
ウ

（
4.1 

11.3 

28.5 

54.1
）　

十シ
フ（
入
濁
）
方ハ
ウ（
去
）（
27.5 

28.3
）　

攝セ
フ（
入
）
取シ
ユ（
平
）

（
9.1 

59.2 

67.5 

69.4 
72.3 
106.4
）　

攝セ
フ

取シ
ユ（

48.4 

60.1 

69.3 

72.2
）　

攝セ
フ（
入
）
生シ
ヤ
ウ（
去
）（
53.5 

53.5 

61.3
）　

攝セ
フ（
入
）
シ
テ（
62.3
） 
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選セ
ン（
去
）入ニ
フ（
入
）（
75.3 

75.4
）　　

な
ど
、
八
十
四
例
。

　

促
音
化
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
例
を
含
め
、
全
例
「
フ
」
表
記
で
あ
り
、
声
点
加
点
例
は
、

全
例
、
入
声
点
で
あ
る
。
き
わ
め
て
規
範
的
な
加
点
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。

　
　

⑥
舌
内
入
声
韻
尾
の
仮
名
表
記

　

明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
は
、
三
六
例
の
仮
名
音
注
加
点
例
中
、
舌
内
入
声
音
を

チ
と
す
る
も
の
六
例
、
ツ
と
す
る
も
の
三
〇
例
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
、
舌
内
入
声
字
の
、
日
本
漢
字
音
に
お
け
る
中
心
母
音
で
分
け
る
と
、
次
の
如

く
で
あ
る
。

　
　

中
心
母
音

ツ　

a　

 

飢ケ
（
上
）渇カ
ツ（
朱
の
カ
チ
を
擦
り
消
し
、重
書
）（

入
）（
上
178
）　

与ヨ

樂ラ
ク

拔ハ
ツ

苦ク

（
上
379
）　

普フ

賢ケ
ン

菩ホ

薩サ
ツ

（
上
154
）

妙メ
ウ（
平
）觀ク
ワ
ン（
去
）察サ
ツ（
入
濁
）智（
上
11
）　

得
脱タ
ツ（
入
濁
）（
上
113
）　

脱タ
ツ（
入
）期コ
（
平
濁
）（
上
642
）

　
　

i　

 

真シ
ン（

去
）實シ
ツ（

入
濁
）（
上
58
）　
大
秘ヒ
（
平
）密ミ
ツ（

入
）法
（
上
3
）　
日ニ

ツ

中チ
ウ（

上
656
）　
密ミ

ツ

語コ
（
平
濁
）（
上
13
）

顕ケ
ン

密ミ
ツ（
上
136
）　

温ウ
ン（
平
）室シ
ツ（
入
濁
）（
上
267
）

　
　

u　

 

出シ
ユ
ツ

世セ

（
上
229
）　

出シ
ユ
ツ（
入
）離リ
（
上
）（
上
113
）　

述シ
ユ
ツ（
入
）懐ク
ワ
イ（
入
）（
上
63
）　

述シ
ユ
ツ

懐ク
ワ
イ（
上
632
）　

秘ヒ

術シ
ユ
ツ

（
上
636 

651
）　

佛フ
ツ

子シ
（
平
）（
上
653
）　

美ヒ
（
上
濁
）物フ
ツ（
入
濁
）（
別
343
）

　
　

e　

 

妄マ
ウ

情シ
ヤ
ウ

分フ
ン

別ヘ
ツ（
上
375
）　

雪セ
ツ

山（
上
235
）　

毛モ
ウ（
去
）端タ
ン（
上
）刹セ
ツ（
入
）海カ
イ（
上
）（
上
143
）　

佛
刹セ
ツ（
上
143
）

滅メ
ツ

罪サ
イ（
上
393
）　

長チ
ヤ
ウ（
去
濁
）舌セ
ツ（
入
濁
）（
上
643
）　

展テ
ン（
平
）轉テ
ン（
平
濁
）同ト
ウ（
去
濁
）説セ
ツ（
入
）ス
ル（
上
216
）

　
　

o　

 

骨コ
ツ-

法ハ
ウ（

別
282
）　

相サ
ウ（
去
）應ヲ
ウ（
上
）物モ
ツ（
入
）（
上
377
）　

三
寶ホ

ウ

物モ
ツ（
朱
フ
ツ
に
重
書
）（

上
263
）

チ　

i　

 

假ケ
（
平
）實シ
チ（
朱
ツ
に
重
書
）（

入
濁
）（
上
251
）　
實シ
チ（
入
濁
）相サ
ウ（
平
）（
上
173
）　
實シ
チ

相サ
ウ（
上
174 
368
）　
悉シ
チ（
入
）地
（
平
濁
）

（
上
378
）

　
　

e　

 

無ム

二
無
別ヘ
チ（
上
387
）

　

舌
内
入
声
を
チ
と
す
る
の
は
、
先
行
母
音
i
の
「
實
・
悉
」
と
、
e
の
「
別
」
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、「
實
・
別
」
に
は
ツ
表
記
例
も
存
す
。

　

こ
の
、
呉
音
読
資
料
に
お
け
る
舌
内
入
声
の
仮
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
林
史
典
「
呉
音
系

字
音
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
か
な
表
記
に
つ
い
て
」（「
国
語
学
」
122
集
、
一
九
八
〇
年
九

月
）
が
、
チ
か
ら
ツ
に
移
行
す
る
様
子
を
、
先
行
母
音
に
よ
っ
て
分
け
、
叙
述
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
先
行
母
音
u
の
舌
内
入
声
は
ツ
で
表
記
さ
れ
、
他
の
母
音
に
続
く
場
合
は

チ
で
表
記
さ
れ
る
状
態
が
最
初
に
あ
り
、
先
行
母
音
o
↓
a
↓
e
↓
i
の
順
に
、
時
と
と
も

に
、
ツ
表
記
に
移
行
し
て
い
く
。

　

右
の
明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
の
実
態
は
、
こ
の
終
わ
り
に
近
い
状
況
に
一
致
す

る
。
先
行
母
音
に
よ
っ
て
ツ
・
チ
が
定
ま
り
、
訂
正
も
有
る
こ
と
か
ら
、
同
一
音
に
つ
い
て

の
表
記
上
の
揺
れ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
発
音
の
差
を
反
映
し
た
、
仮
名
表
記
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
、
舌
内
入
声
音
の
仮
名
表
記
に
お
け
る
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
の
実
態
は
、
同

時
期
の
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
、『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
鎌
倉
初
期
点
、『
蒙

求
』
鎌
倉
期
点
、
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
鎌
倉
中
期
点
、
久
遠
寺
蔵
『
本
朝
文
粋
』
鎌

倉
中
期
点
、
妙
一
記
念
館
蔵
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
鎌
倉
中
期
点
な
ど
と
等
し
い⒆

。

　

よ
っ
て
、
鎌
倉
初
中
期
の
字
音
仮
名
表
記
に
お
い
て
は
、
舌
内
入
声
音
を
「
ツ
・
つ
」
と

す
る
こ
と
が
主
流
で
あ
り
、
明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
は
そ
の
表
記
法
に
従
っ
て
い

る
、
と
見
ら
れ
る
。

　

一
方
、
親
鸞
『
尊
号
真
像
銘
文（
略
本
）』
は
、
一
四
一
例
の
仮
名
音
注
加
点
例
中
、
舌
内

入
声
音
を
チ
と
す
る
も
の
一
三
九
例
、
ツ
と
す
る
も
の
は
「
出シ
ユ
ツ（
入
）世セ
（
平
）」（

102.3
）「
興コ
ウ（
平
）出シ
ユ
ツ（
入
）

於オ
（
上
）世セ
（
平
）」（

103.4
）
の｢

出｣

字
二
例
の
み
で
あ
る
。

　

こ
の
親
鸞
の
舌
内
入
声
音
仮
名
表
記
は
、
当
時
の
和
化
漢
文
・
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
振

り
仮
名
と
し
て
は
特
異
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た⒇

。

　

し
か
し
、
鎌
倉
初
中
期
に
お
い
て
も
、
チ
中
心
の
舌
内
入
声
表
記
を
す
る
文
献
が
有
る
。

そ
れ
は
、
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』・
法
華
経
音
義
諸
本
な
ど
の
、
字
書
・
音
義
類
で
あ
る21

。

　

親
鸞
は
、
こ
の
音
義
類
に
見
ら
れ
る
規
範
的
・
保
守
的
表
記
を
、
和
化
漢
文
・
漢
字
仮
名

交
じ
り
文
に
お
い
て
も
実
践
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

⑦
脣
内
撥
音
韻
尾
と
舌
内
撥
音
韻
尾
の
仮
名
表
記

　

明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
は
、
脣
内
撥
音
韻
尾
を
ム
・
舌
内
撥
音
韻
尾
を
ン
と
表

記
し
、
異
例
が
極
め
て
少
な
い
。
異
例
は
、
脣
内
撥
音
韻
尾
を
ン
と
し
た
「
凡ホ
ン

夫フ

」（
上
231
）

の
一
例
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
ン
を
ム
と
訂
正
し
た
例
が
、
脣
内
撥
音
韻
尾
字
に
、
三
例
存

す
る
（
榎
木
論
文
で
既
述
）。

　

対
す
る
親
鸞
『
尊
号
真
像
銘
文（
略
本
）』
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

m
―
ム　

一
一
七
例
。　
　

m
―
ン　
〈
無
し
〉

　
　

n
―
ム　
　

一
三
例
。　
　

n
―
ン　

四
五
二
例
。

　

n
韻
尾
を
ム
と
す
る
十
三
例
は
、
左
の
「
煩
・
震
・
振
・
勤
・
誕
」
五
字
へ
の
加
点
が
、

そ
の
全
例
で
あ
る
。
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煩ホ
ム（
去
濁
）惱ナ
ウ（
平
）（
4.4 

29.4 

69.5 

105.2
）　

煩ホ
ム

惱ナ
ウ（

70.1 

70.2 

105.1
）　

豈キ
（
上
）煩ホ
ム（
上
濁
）業コ
フ（
入
濁
）（
96.3
）　

震シ
ム（
平
）旦タ
ン（
平
濁
）

（
25.4 

37.5
）　

振シ
ム（
平
）臂ヒ

（
94.5
）　

勤コ
ム（
平
濁
）（
93.4
）　

再サ
イ（
平
軽
）誕タ
ム（
平
）（
92.5
）

　

こ
の
五
字
を
―
ン
と
し
た
例
は
、『
尊
号
真
像
銘
文
（
略
本
）』
中
に
無
い
。
比
較
的
大
部

の
親
鸞
自
筆
加
点
『
西
方
指
南
抄
』
で
も
、
こ
の
五
字
へ
の
加
点
例
は
、
全
例
―
ム
で
徹
底

さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
親
鸞
は
、
こ
の
五
字
を
脣
内
撥
音
韻
尾
字
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

右
に
見
た
よ
う
に
、
明
恵
・
親
鸞
の
両
資
料
に
お
い
て
は
、
脣
内
撥
音
韻
尾
を
ム
・
舌
内

撥
音
韻
尾
を
ン
で
仮
名
表
記
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
異
例
は
例
外
的
で
あ
る
。

　

こ
の
点
は
、
鎌
倉
初
中
期
の
他
資
料
と
比
較
し
て
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
る22

。

　

明
恵
・
親
鸞
は
、
漢
字
音
の
正
確
な
知
識
の
裏
づ
け
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
民
衆
向

け
の
書
に
お
い
て
も
、
こ
の
両
韻
尾
表
記
に
つ
い
て
は
、
厳
密
に
書
き
分
け
た
、
と
考
え

ら
れ
る
。

　

４
．
声
調

　

ま
ず
、
常
套
手
段
と
し
て
、『
廣
韻
』
記
載
の
声
調
と
対
比
さ
せ
て
み
る
。
た
だ
し
、
語

頭
以
外
で
は
、
前
接
字
声
調
の
影
響
を
被
る
た
め
、
語
頭
と
そ
れ
以
外
の
例
を
区
別
し
て
、

語
頭
字
に
限
っ
た
例
を
ま
ず
掲
げ
、〈　

〉
内
に
語
頭
以
外
の
例
を
含
め
た
全
数
を
記
す
。

な
お
、
こ
こ
で
も
、
梵
語
音
写
字
へ
の
声
点
加
点
例
は
除
外
す
る
。
ま
た
、
漢
音
の
仮
名
音

注
が
加
点
さ
れ
た
例
も
除
外
す
る
。

　

結
果
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
表
1
・
表
2
と
な
る
。

  

両
資
料
と
も
、
中
古
音
の
平
声
が
上
声
・
去
声
と
な
り
、
中
古
音
上
声
・
去
声
が
平
声
と

な
る
例
が
、
多
い
。
こ
れ
は
、
呉
音
声
調
の
傾
向
と
し
て
早
く
か
ら
説
か
れ
て
き
た
も
の
で

あ
る23

。

　

し
た
が
っ
て
、
両
資
料
と
も
に
、
全
体
と
し
て
、
呉
音
声
調
を
反
映
す
る
、
と
見
て
良
い

で
あ
ろ
う
。

　

明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
と
同
様
、
親
鸞
『
尊
号
真
像
銘
文
（
略
本
）』
も
、
今
後
、

書
写
加
点
時
（
一
二
五
五
年
）
に
お
け
る
呉
音
声
調
資
料
と
し
て
、
活
用
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。

表１　明恵『光明真言土沙勧信記』

（数字は延べの例数である。空欄は用例が無いことを示す。表２も同じ。）
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四
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
漢
字
音
の
個
人
差　

　
　
　

―
明
恵
と
親
鸞
の
場
合
―

　

本
稿
の
目
的
は
、
同
時
代
の
同
一
文
体
資
料
に
お
い
て
、
漢
字
音
の
個
人
差
が
存
し
た
も

の
か
否
か
を
、
調
査
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
と
親
鸞
『
尊
号
真
像
銘
文
（
略
本
）』
と
に
お
い
て
は
、

同
時
代
の
類
似
文
体
資
料
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
漢
字
音
に
、
右
に
指
摘
し
て
き
た
よ
う
な

差
が
存
し
た
。

　

そ
の
差
は
、
明
恵
が
よ
り
民
衆
向
け
に
、
当
時
の
日
常
的
な
発
音
の
表
記
法
を
採
っ
た
の

に
対
し
て
、
親
鸞
は
、『
尊
号
真
像
銘
文
（
略
本
）』
の
よ
う
な
資
料
に
お
い
て
も
、
独
自
の

音
注
法
で
通
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
と
言
え
る
。

　

そ
の
差
は
、
東
韻
字
・
止
攝
合
口
字
・
脣
内
入
声
韻
尾
・
舌
内
入
声
韻
尾
の
仮
名
表
記
に

現
わ
れ
て
い
た
（
具
体
例
の
再
掲
は
、
省
略
す
る
）。

　

明
恵
・
親
鸞
と
も
、
漢
字
音
に
対
す
る
高
度
な
知
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
本
稿
対
象

資
料
中
の
m
・
n
韻
尾
の
表
記
や
、
両
者
の
字
音
直
読
資
料
・
音
義
へ
の
音
注
加
点
か
ら
知

ら
れ
る
（
明
恵
の
場
合
は
、
門
弟
の
加
点
資
料
を
含
む
）。

　

し
か
し
、
そ
の
高
度
な
知
識
を
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
へ
の
加
点
に
お
い
て
も
用
い
る

か
否
か
で
、
明
恵
と
親
鸞
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
明
恵
は
当
時
の
日
常
漢
語
音
を
中
心
に
注

し
、
親
鸞
は
他
の
聖
教
同
様
、
規
範
的
な
表
記
で
一
貫
し
て
い
た
。

　

両
者
の
漢
字
音
に
対
す
る
知
識
量
に
は
、
大
き
な
差
が
存
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
れ
を
用
い
る
場
、
あ
る
い
は
用
い
方
が
違
っ
て
い
た
。

　

こ
の
、
漢
字
音
に
関
す
る
知
識
の
表
出
の
仕
方
、
正
確
な
発
音
を
用
い
る
場
の
相
違
も
、

漢
字
音
の
個
人
差
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

【
注
】

⑴　

先
行
研
究
を
含
め
、
佐
々
木
勇
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研
究
』

（
二
〇
〇
九
年
、
汲
古
書
院
）、
参
照
。

⑵　

佐
々
木
勇
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
漢
字
音
の
個
人
差　

│
親
鸞
と
恵
信
尼
と
の
比
較
│
」

（『
古
典
語
研
究
の
焦
点
』〈
二
〇
〇
九
年
、
武
蔵
野
書
院
〉
所
収
）、
参
照
。

⑶　

な
お
、
明
恵
と
明
恵
を
中
心
と
し
た
高
山
寺
教
学
に
お
け
る
漢
字
音
の
文
体
に
よ
る
位

相
差
に
つ
い
て
は
、
榎
木
久
薫
「
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
の
字
音
に
つ
い
て
」（「
鎌
倉
時

表２　親鸞『尊号真像銘文（略本）』
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代
語
研
究
」
第
十
二
輯
、
一
九
八
九
年
七
月
）・
同
「
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
お
け
る

声
調
変
化
に
つ
い
て
」（「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
四
輯
、
一
九
九
一
年
十
月
）
で
、
説

か
れ
て
い
る
。

　

 　

榎
木
は
、
明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
の
漢
字
音
を
、「
在
家
の
者
に
示
し
て
理

解
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
漢
字
音
」、
あ
る
い
は
「
経
典
の
字
音
直
読
の
場
に
お
け
る
漢

字
音
と
は
対
照
的
な
位
置
に
あ
る
も
の
」
と
し
て
と
ら
え
、
同
時
期
に
高
山
寺
で
作
製
さ

れ
た
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
と
対
比
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、『
光

明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
は
、
脣
内
入
声
音
を
一
貫
し
て
ウ
で
表
記
し
、
入
声
点
を
加
点
し

な
い
の
に
対
し
、『
新
訳
華
厳
経
音
義
』『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
は
、
大
部
分
フ
表
記
で
あ

り
、
入
声
点
を
加
点
し
て
い
る
、
と
い
う
相
違
点
を
見
出
し
て
い
る
。
日
常
の
場
と
学
問

の
場
と
で
、
漢
字
音
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
た
論
文
と
し
て
、
重
要
で

あ
る
。

　

 　

声
調
に
つ
い
て
は
、「
知
識
声
調
」
と
「
読
誦
声
調
」
と
に
分
け
、
両
者
が
異
な
る
場

合
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
右
と
同
じ
資
料
の
対
比
に
よ
っ
て
、
示
し
て
い
る
。
当
該
資
料
を

比
較
し
た
場
合
、
声
調
に
お
け
る
具
体
的
な
差
は
、
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

学
問
の
場
と
日
常
の
場
と
で
、
声
調
も
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
点
が
貴
重
で
あ
る
。

⑷　

吉
沢
義
則
「
親
鸞
上
人
の
写
語
法
」「
教
行
信
証
の
訓
点
は
坂
東
語
か
」（「
龍
谷
大
学

論
叢
」
一
九
二
二
年
一
〇
月
、
一
九
二
三
年
四
月
。
共
に
、
後
、『
国
語
国
文
の
研
究
』〈
岩

波
書
店
、
一
九
二
七
年
四
月
〉
所
収
）、
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿

本
教
行
信
証
古
点
」（「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
」
2
、
一
九
六
五
年
九
月
）、
石
山
裕
慈

「
声
点
差
声
の
一
目
的　

―
親
鸞
自
筆
『
観
無
量
寿
経
註
』『
阿
弥
陀
経
註
』
の
場
合
―
」

（「
国
語
と
国
文
学
」
第
八
二
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
五
年
四
月
）、
高
羽
五
郎
「「
明
恵
上

人
歌
集
」
の
撥
音
仮
名
表
記　

―
漢
字
音
考
察
の
一
c 

a
」（「
金
沢
大
学
法
文
学
部
論

集 

文
学
編
」
12
号
、
一
九
六
五
年
三
月
）・
榎
木
久
薫
前
注
論
文
、
同
「
高
山
寺
蔵
寛
喜

元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経 

加
点
字
翻
刻
並
び
に
分
韻
表
」（「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第

二
十
一
輯
、
一
九
九
八
年
五
月
）、
同
「
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
を
め

ぐ
っ
て
」（「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
九
輯
、
一
九
九
六
年
八
月
）、
等
。

⑸　

明
恵
の
門
弟
達
が
残
し
た
講
義
録
（『
光
明
真
言
句
義
釈
』『
栂
尾
明
恵
上
人
遺
訓
』）・

歌
集
（『
明
恵
上
人
歌
集
』）・
伝
記
類
（『
明
恵
上
人
伝
』『
明
恵
上
人
絵
伝
』）
は
、
多
い
。

し
か
し
、
明
恵
自
筆
本
は
少
な
く
、
自
筆
本
中
に
、
字
音
を
示
す
訓
点
は
僅
少
で
あ
る
。

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録　

第
一
』『（
同
）　

第

二
』『（
同
）
第
三
』『（
同
）　

第
四
』『（
同
）完
結
篇
』、
奥
田
勲
・
石
塚
晴
通
編
「
明
恵

上
人
関
係
識
語
集
」（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
明
恵
上
人
資
料　

第
二
』

〈
一
九
七
八
年
、
東
京
大
学
出
版
会
〉
所
収
）、
沼
本
克
明
「
高
山
寺
蔵
字
音
資
料
に
つ

い
て
」（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』〈
一
九
八
〇
年
、

東
京
大
学
出
版
会
〉
所
収
）、
参
照
。

⑹　

注
⑴
佐
々
木
著
書
・
研
究
篇
969
〜
971
頁
、
参
照
。

⑺　

仮
名
音
注
加
点
率
の
高
い
資
料
ほ
ど
、
非
規
範
的
な
音
注
が
な
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え

た
こ
と
が
あ
る
（
佐
々
木
勇
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研
究
』（
二
〇
〇
九

年
、
汲
古
書
院
）。
両
資
料
の
仮
名
音
注
加
点
率
は
、
和
化
漢
文
の
金
剛
寺
本
『
注
好
選
』

に
近
い
。（
上
記
著
書
で
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
を
扱
っ
て
い
な
い
。）

⑻　

鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
呉
音
形
が
確
認
で
き
ず
、
呉
音
読
中
心
資
料
に
お
い
て
も
漢
音

形
が
通
用
し
て
い
る
漢
字
は
、
取
り
上
げ
な
い
。
た
と
え
ば
、「
慕
」
に
お
け
る
モ
は
、

平
安
時
代
の
呉
音
資
料
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
院
政
期
以
降
、
そ
の
呉
音
形
は
途
絶
し
た

ら
し
く
、
呉
音
読
中
心
資
料
に
お
い
て
も
、
漢
音
ボ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑼　

小
倉
肇
『
日
本
呉
音
の
研
究　

研
究
篇
』（
一
九
九
五
年
、
新
典
社
）
四
八
三
頁
。

⑽　

成
簣
堂
文
庫
蔵
本
は
、
原
本
調
査
に
よ
る
。
用
例
所
在
は
、
比
較
の
便
の
た
め
、
所
在

は
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
の
行
数
で
示
す
。

⑾　

注
（
1
）
佐
々
木
著
書
・
研
究
篇
八
八
五
頁
、
参
照
。
し
か
し
、
現
在
の
浄
土
真
宗
で

は
、「﹇ʃii

﹈
と
読
ん
で
い
る
」、
と
い
う
。
福
永
静
哉
『
浄
土
真
宗
伝
承
音
の
研
究
』

（
一
九
六
三
年
、
風
間
書
房
）
三
三
七
頁
、
参
照
。
後
の
、
福
永
静
哉
『
浄
土
真
宗
伝
承

読
誦
音
概
説
』（
一
九
九
七
年
、
永
田
文
昌
堂
）
三
〇
七
頁
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

　
　

そ
の
他
、
浄
土
真
宗
伝
承
音
と
さ
れ
る
も
の
に
、『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
に
加
点

例
は
無
く
、『
尊
号
真
像
銘
文
（
略
本
）』
に
十
四
例
存
す
る
「
一ヰ
チ

」、『
光
明
真
言
土
沙
勧

信
記
』「
阿ア

」
を｢

阿ワ｣

（
二
例
）
と
す
る
例
が
有
る
。
ま
た
、『
尊
号
真
像
銘
文
（
略
本
）』

に
は
、
梵
語
「nam

o

」
の
音
写
語
「
南ナ

无モ

」
も
有
る
。「
南ナ

无モ

」
に
つ
い
て
は
、
高
松
政

雄
「
中
古
「
正
音
」」（「
国
語
国
文
」
第
四
十
四
巻
第
六
号
、
一
九
七
五
年
六
月
）
の
注

④
に
、
考
察
が
有
る
。

⑿　

前
掲
榎
木
論
文
。
な
お
、
成
簣
堂
文
庫
蔵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
に
お
い
て
も
、

「
凌レ
ウ

遅
セ
リ
」（
別
518
）
の
例
を
指
摘
で
き
る
。

⒀　

迫
野
虔
徳
「
仮
名
文
に
お
け
る
拗
音
仮
名
表
記
の
成
立
」（「
語
文
研
究
」
26
、

一
九
六
八
年
十
月
）。

⒁　

呉
文
炳
『
国
書
聚
影
』（
一
九
六
二
年
、
理
想
社
）
の
写
真
に
よ
る
調
査
。

⒂　

三
保
忠
夫
「
国
語
史
料
と
し
て
の
呉
文
炳
博
士
蔵
本
自
行
三
時
礼
功
徳
義
」（「
広
島
大
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学
文
学
部
紀
要
」
35
、
一
九
七
六
年
一
月
）、
参
照
。

⒃　

促
音
仮
名
表
記
例
で
擦
り
消
さ
れ
た
文
字
は
、
フ
の
よ
う
に
見
え
る
例
が
存
す
る
。
ウ

と
の
判
別
困
難
で
あ
る
が
、
フ
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
促
音
フ
、
他
は
ウ
の
方
式
か
ら
、

変
更
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⒄　

榎
木
久
薫
「
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
の
字
音
に
つ
い
て
」（「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第

十
二
輯
、
一
九
八
九
年
七
月
）。

⒅　

沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
』（
一
九
九
七
年
、
汲
古
書
院
）
第
五
部
第

一
章
に
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
日
常
的
な
音
と
し
て
は
、
脣
内
入
声
は
開
音
節
化
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⒆　

柴
田
昭
二
「
字
音
資
料
と
し
て
の
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」（
中
田
祝
夫
編

『
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経　

研
究
篇
』〈
一
九
九
三
年
、
霊
友
会
〉
所
収
、
注

⑴
佐
々
木
著
書
・
研
究
篇
、
参
照
。

⒇　

吉
沢
義
則
「
親
鸞
上
人
の
写
語
法
」「
教
行
信
証
の
訓
点
は
坂
東
語
か
」（「
龍
谷
大
学

論
叢
」
一
九
二
二
年
一
〇
月
、
一
九
二
三
年
四
月
。
共
に
、
後
、『
国
語
国
文
の
研
究
』〈
岩

波
書
店
、
一
九
二
七
年
四
月
〉
所
収
）、
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿

本
教
行
信
証
古
点
」（「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
」
2
、
一
九
六
五
年
九
月
）、
参
照
。

21　

前
引
林
論
文
、
参
照
。
法
華
経
音
義
で
、
ツ
表
記
が
主
流
に
な
る
の
は
、
江
戸
初
期
で

あ
る
。
音
義
の
保
守
性
が
表
わ
れ
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。

22　
「
三
位　

さ
む
み
」「
三
悪
道　

さ
む
ま
く
だ
う
」「
陰
陽　

お
む
み
や
う
」「
印
南　

い

な
み
」、「
観
音　

く
わ
ん
の
む
」「
輪
廻　

り
ん
ね
」「
銭　

ぜ
に
」「
爛　

ら
に
」
な
ど

の
例
か
ら
、
古
く
は
、
日
常
語
と
し
て
も
両
韻
尾
を
区
別
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
し

か
し
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
、
日
常
漢
語
音
と
し
て
両
音
が
区
別
さ
れ
て
い
た
と
は
、
諸

文
献
の
仮
名
表
記
例
か
ら
、
考
え
が
た
い
。

23　

醍
醐
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
表
紙
見
返
記
事
「
平
聲
ノ
字
ハ
〈
都
司
馬
音
ニ
ハ
/

渡
上
去
（
虫
損
）
音
〉、
上
去
字
〈
對
馬
音
/
渡
平
聲
〉」
な
ど
。

﹇
付
記
﹈　

本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
広
島
大
学
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
研
修
に
よ
る
成
果
の
一 

部
で
あ
る
。
研
修
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
広
島
大
学
に
、
感
謝
申
し
あ
げ
る
。
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Individual Readinfs of Chinese Characters in the Kamakura Period:
A Comparison of Shinran（親鸞） and Myoe（明恵）

Isamu Sasaki

Abstract: I compared the pronunciation of a Chinese character of Myoe “光明真言土沙勧信記” 
with Shinran “尊号真像銘文（略本）”.
　　 As a result, a diff erence consisted in both.
　　 The difference thought that Shinran produced it by having put it by the original 
sound note method in what kind of document whereas Myoe adopted notation of then 
daily pronunciation for the people more.
　　 The big diff erence would not consist in quantity of knowledge for the pronunciation 
of a Chinese chara cter of Shinran and Myoe. However, a place with it or usages were 
diff erent.
　　 By this report, I caught the difference of how to put out knowledge about this 
pronunciation of a Chin ese character as individual diff erence of the pronunciation of a 
Chinese character.

Key words: pronunciation of a Chinese character, phase, Kamakura period
キーワード：漢字音・位相・親鸞・明恵
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